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鏡野町議会議員定数等に関する
アンケート結果

鏡野町議会議員定数等に関する
アンケート結果

鏡野町議会では、議員定数及び報酬等について町民の皆様の声をお聴きしたいと考え、
アンケート調査を実施しました。ご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。

◆実施期間：令和５年４月21日～令和５年５月13日
◆調査方法：18歳以上の町民を1,000人抽出（性別、年代別、鏡野地域、奥津地域、上齋原
　　　　　　地域、富地域の割合を考慮した人数）し、調査票の配布、郵送及びWeb回答
◆回 答 数：333人（回収率33.3％）　※郵送は283人、Webは50人

【問１】あなたの性別をお答えください。

【問２】あなたの年齢をお答えください。



かがみの議会だより・第17号3

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

各
委
員
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

【問３】あなたがお住いの地域をお答えください。

【問４】あなたは議会の活動に関心がありますか。

【問５】あなたは町議会（議員）の活動を評価しますか。
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【問６】町議会（議員）にどのような活動を求めますか。（複数回答可）

【問７】かがみの議会だより「かしの木」を発行している取組をどのように評価しますか。

【問８】鏡野町議会では、本会議、委員会等をYouTube配信していますが、その取組を評価しますか。
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１６６人，２８％

６３人，１１％

５２人，９％

２１３人，
３６％

９９人，１７％
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町民の意見の把握

行政への質問・質疑

議案の審議・議決

地域の課題解決

議員活動の説明

その他

未回答
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【問９】現在の議員定数１５人について、どのように思われますか。

【問10】あなたが良いと思われる議員定数は、何人ですか。
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【問11】問10でその定数が良いと思われた理由はなんですか。

【問12】現在の議員の報酬についてどう思いますか。

議　長：月額31万8,000円
副議長：月額26万4,000円
議　員：月額24万4,000円　

10人
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13人
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3人

0 5 10 15

コストを削減するため

効率化、質の向上を図るため

活動量、仕事が少ないので必要ない

人口規模から判断

定数を減らせば報酬を増額できる

人材を確保するために必要

女性の登用を促進するため

ある程度いないと議会が機能しない

地域の声・少数意見を届けるため必要

今のままで問題ない

減らすと審議等がしっかりできない

問9で「定数が多い」と回答した人

問9で「定数が少ない」と回答した人

問9で「定数がちょうどよい」と回答した人
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【問14】あなたは、令和３年の鏡野町議会議員選挙に投票しましたか。

【問15】「投票をしなかった」を選んだ方で、その理由はなんですか。

【問13】問12でそう思われた理由はなんですか。
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散
策
を
す
る
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
紫
陽
花
の
あ
ざ
や
か
な
花
々
が
赤
、
青
、

紫
色
と
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
紫
陽
花
は
土
の
酸
性
度
に
よ
っ
て
色
が
変
わ
る
そ
う
で
す
。

土
が
酸
性
だ
と
青
、
中
性
は
紫
、
ア
ル
カ
リ
性
は
赤
色
に
。

色
の
ベ
ー
ス
は
「
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」
と
い
う
色
素
の
ピ
ン

ク
色
で
、
土
の
中
に
含
ま
れ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
結
合
す
る

と
青
色
に
変
化
す
る
そ
う
で
す
。

　

紫
陽
花
は
群
集
で
咲
く
と
見
事
で
、
色
彩
や
濃
淡
も
様
々
。
色
調
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
光
景
も
美
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
花
々
が
異
な
っ
て
い
て
、

個
性
的
な
の
だ
け
れ
ど
総
体
と
し
て
自
然
と
調
和
が
取
れ
て
い
ま
す
。

　
任
期
の
折
り
返
し
の
4
月
随
時
議
会
で
、
議
員
の
皆
様
の
推
挙
も
あ
り
副
議

長
と
い
う
要
職
を
拝
命
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
分
野
を
持
つ
個
性
豊
か

な
議
員
14
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
現
在
の
鏡
野
町
議
会
は
、
原
章
倫
議
長
の
も

と
、
活
発
な
議
論
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
世
代
も
価
値
観
も
主
義
も
異
な
る
メ
ン
バ
ー
で
す
か
ら
、
意
見
が
分
か
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
同
じ
町
民
の
声
を
聞
い
て
も
結
論
が
分
か
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
町
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
同
じ
想
い
を
抱
え
た
同
志
で
も
、
異

な
る
道
を
行
く
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
差
異
に
価
値
が
あ
り
醍
醐
味
に
も
な
る
と
捉
え
る
こ
と
で
、
議
会
の
議

論
が
活
性
化
し
、
幅
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
よ
り
民
主
的
な
議
会
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
多
様
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
議
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
弾
力
性
や

耐
久
性
）
を
高
め
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
様
々
な
背
景
を
も
っ
た
議
員
が
、
品
位
と
節
度
と
ル
ー
ル
を
保
ち
意
見
を
自

由
に
戦
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
り
風
通
し
の
よ
い
議
会
。
政
策
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
議
論
を
交
わ
す
、
よ
り
高
い
志
と
実
力
の
あ
る
議
会
を
創
造
す
る
た

め
に
、
議
会
と
い
う
「
集
合
知
」
を
活
か
し
て
、
紫
陽
花
の
よ
う
に
美
し
い

花
々
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
温
か
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切

に
願
い
ま
し
て
、
私
か
ら
の
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
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長
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鏡
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飯
綱　
洋
平

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会
並
び
に
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご

理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
議
会
構
成
の
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
議
長
の
要
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
課
題
の
解
決
に
向
け
皆
様
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
何
と
し
て
も
議
会
改
革
を
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
を
新
た
に
決
意
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
月
８
日
以
降
、
法
律
上
５
類
感
染
症
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
日
々
は
続
い
て
お
り
、
予
防
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、

ご
承
知
の
と
お
り
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
人
口
減
少
、
物
価
高
騰
に
よ
る
財

政
悪
化
な
ど
、
町
政
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
加
え
て
、
行

政
課
題
や
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。
町
は
令
和

３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
第
２
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）
お
よ
び
、
か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
を
最
上
位
計
画
と
定
め
、
様
々
な
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
医
療
、
介
護
の
社
会
保

障
制
度
や
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
、
地
域
の
多
様
な
課
題
な
ど
様
々
な
問
題
に
対
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
様
方
が
安
全
で
安
心
な
、
豊

か
で
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
築
き
、
育
て
、
将
来
の
世
代
へ
残
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
議
会
が
本
来
担
っ

て
い
る
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
、
議
論
を
深
め
、
改
革
の
姿
を
し
っ
か
り
と
お
示
し

で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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議会運営委員会

　町民の皆様には、日頃から鏡野町議会に対し、
ご理解とご協力を賜り、心から御礼を申し上げ
ます。この度の改選により、再度、鏡野町議会
運営委員長に就任いたしました、岸　泰廣です。
　５月には、コロナウイルスも第２類から第５類
に移行されマスクも個人の判断となりましたが、
まだ油断が出来る状態ではないと思います。今
後も各個人で気をつけていただきたいと思います。
　観光などに大きな影響が生じておりましたが、
今年は、町内の各種イベントも開催が決まりつ
つあります。ぜひイベントにも足を運んでいた
だきたいと思います。
　さて、私たち議員も積極的に町政全般の課題
と町民の意見を把握し自ら政策能力の向上に努
めなければなりません。今年度も町民との意見
交換会の開催を予定していますので町民の方々
から頂いた貴重なご意見に対して速やかに議員
間で議論し、執行部への提言も行なってまいりま
す。そして、活発な討論を通じて町民に分かりや
すい議会運営を目指していく所存でございます。
　これからも開かれた鏡野町議会を目指してま
いりますので、町民の皆様方のご理解ご協力を
よろしくお願いいたします。

岸　泰廣

文教厚生常任委員会

　町民の皆様には、平素より鏡野町議会に対し
まして、ご理解とご協力を賜り心よりお礼申し
上げます。４月に開催されました、文教厚生常
任委員会におきまして、委員各位のご推挙をい
ただき、委員長に就任いたしました。身に余る
重責を担うこととなり、責任の重さを痛感して
おります。誠心誠意、職務を全うしてまいる所
在であります。
　文教厚生常任委員会では子育て支援、小学校、
中学校の学校教育、老人介護や障がい者福祉な
どの保健福祉、健康推進、国民健康保険病院、
そして生涯学習など、まさしく町民の皆様の生
活に直結する分野について、所管となります。
町民の皆様のご意見をしっかりと拝聴し、委員
各位をはじめ皆様のご協力をいただきながら、
公平かつ円滑な委員会運営を目指してまいりた
いと存じます。皆様のより一層のご理解、ご協
力の程よろしくお願い申し上げます。

鈴木大介

総務常任委員会

　総務常任委員会の主な事業として、定住化対
策、地域公共交通対策、情報化推進対策、防犯
対策、地域防災対策、空き家対策など皆様の生
活に密着した多くの事業を扱います。
　特に、定住化の促進施策としては、数年前か
ら、長期お試し住宅整備に取り組んでおり、令
和５年度では、奥津地域に１棟、富地域に１棟
のお試し住宅が整備されます。また、皆様の足
となる、路線の維持と公共交通網の充実が図ら
れており、様々な課題に向けて、当委員会とし
ても真摯に取り組んでまいります。　　　
　委員７名で力を合わせ、必要に応じて所管事
務調査するなど、積極的に委員活動に取り組ん
でまいります。どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

片田八重美

産業常任委員会

　町民の皆様におかれましては、平素より議会
活動に対しまして、ご理解とご協力を頂きまし
て心よりお礼申し上げます。本委員会は農林漁
業・建設、建築業・商工業・観光業など、産業
に関わる重要な委員会です。本年度は、農業部
門の第３セクター合併・再編成と、林業は木材
の大集積場の整備等、町内の基幹産業を守りな
がら、観光業に大きく舵を切ろうとしています。
そのすべての事業に関わる産業常任委員会の委
員長として、責任の重大さを痛感しております。
また、コロナ禍もやっと収束に向かい、各種イ
ベントも再開されるようになり、コロナ禍前の
日常が戻りつつあります。そのイベントに大き
く関わるのも産業常任委員会であり、産業観光
課であります。皆様の生活に密着した、常任委
員会として、鏡野町発展のため出来る限り様々
な施策に取り組んでまいりますので、今後とも
よろしくお願いいたします。

岡田高幸

常 任 委 員 会 委 員 長 就 任 あ い さ つ
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かがみの議会だより・第17号 10

６月議会は６月５から22日に定例会議が招集され、11議案、請願３件が審議され、
10議案・請願３件は全会一致で可決され、１議案は賛成多数で可決されました。

６月会議で決まりました６月会議で決まりました

❶ホームページリニューアル
１２１５万５千円

業者をプロポーザルで選定。

❷鏡野町観光総合システム運営事業
１４８５万円を９９０万円に減額

地方創生推進交付金の内示があったため、
４９５万円の減額補正。

❺粗飼料の値上がり部分に補助
４１０万円

コロナ禍における物価高騰に直面する畜産
農家に対する補助。

❸鏡野町観光案内所整備事業費
２３２９万５千円

みずの郷奥津湖に観光案内所（事務所・休
憩所・シャワー）等の２棟の設計費として、
２３２９万５千円。プロポーザルで募集。

❹恒例イベントの予算補助

・越畑紅葉まつり………４０万円
・奥津紅葉祭……………６４６万３千円
・富ひらめ祭……………２４０万円
・氷紋まつり……………１５２３万３千円
・ＯＫＵＴＳＵ芸術祭…５０万円
・鏡野健康マラソン……６５３万６千円　

★除雪ロータリ２.６ｍ級 １台…５７２０万円
★除雪ドーザ５ｔ級 １台 ………８９８万７千円
☆鏡野町立鶴喜保育園用地 …… ９９１０㎡　３９６４万円
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〈上齋原お試し住宅〉

補正予算　9,420万円　

財産の取得

（地方創生臨時交付金充当事業）

※面積・金額に誤りがあり、７月随時会議にて訂正議決がありました。

❻お試し住宅整備事業　
３３００万円を２２００万円に減額
3棟分を2棟分（富地域・奥津地域）へ減額
補正。各地域に1棟（全3棟）整備予定が、
予算を上回る整備費用が見込まれ、今年度
は2棟（奥津、富）を整備することにしたた
め。
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発議第５号  鏡野町放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例   一部改正
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鏡野町放課後児童クラブ設置及び管理
に関する条例の一部改正について発議第５号 令和５年

６月22日 可決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

■賛否の状況

採決
結果

原
　
　
章
倫

長
石
　
幸
男

小
椋
　
晶
志

岸
　
　
泰
廣

片
田
八
重
美

仲
西
　
祐
一

牧
田
　
俊
一

飯
綱
　
洋
平

花
房
　
　
尚

藤
田
　
照
子

山
本
　
秀
久

難
波
　
達
男

岡
田
　
高
幸

鈴
木
　
大
介

–

○○○

××

○○

×××

○○○

【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：表決なし　   ※原議長は採決に加わりません

議員による条例の一部改正の発議（鈴木・牧田議員による）が提出され、質疑、討論の後、
採決となり、鏡野町放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例の一部改正が可決されました。
〇条例の一部改正により下記の内容が加えられます
第２条の２　町長は、第１条に規定する児童クラブの目的を達成するため、適当と認める者
にその管理運営を委託することができる。
２　前項の規定により管理運営を受託した者は、次の基準より管理運営を行うものとする。
　⑴関係法令、条例、規則その他町長が定める規定を遵守し、適正かつ適切に児童クラブを
　　管理しなければならない。
　⑵必要に応じて児童クラブを利用する児童及びその保護者から意見等を聴取し、効果的、
　　効率的かつ安定的に児童クラブを運営しなければならない。

藤田議員　反対
　①議員にも保護者、指導員にも説明が不十分で納得できていない。
　②子どもの意見を聴いておらず、こども基本法に反する。
　③町民みんなで子どもを育てる子育てしやすい町にするため、条例改正に反対。

小椋議員　賛成
　世の中は複雑多様化している。今後、直営事業に困難が生じると考える。児童クラブの存続
が最優先。運営、事業、公設公営の枠組みを広げ、児童の状況に応じ、安心安全を確保できる
早急な条例改正が不可欠。

反対反対

賛成賛成

仲西議員　反対
　執行部のきちんとした説明や取組がないままである。また、内容を精査すべき委員会で調査
も論議も報告もないまま、決定することに反対する。今回の内容ではさすがに賛成できない。

岸議員　賛成
　６月会議の一般質問で、民間委託を決める「プロポーザル方式」についての質問が出た。プ
レゼンのときには町民にも公開してほしいという具体的な質問だった。今後、民営化への業者
選択をしていく上で今回の条例改正は必要だ。

反対反対

賛成賛成

花房議員　反対
　いわゆる新自由主義による構造改革、規制緩和で公共サービスの劣化が顕著だ。特に子どもに
直接かかわる業務、運営は公でかかわるべき。いわゆる民間委託に慎重であるべきだと考える。

反対反対

採決の結果、賛成多数（８名）で発議第５号が可決されました。

発 議 第 ５ 号 に 対 す る 討 論発 議 第 ５ 号 に 対 す る 討 論



かがみの議会だより・第17号 12〇議員は選挙区内にある者に対して、寄付をすることは禁止されています。

５月会議で決まりました５月会議で決まりました
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３つの請願を各常任委員会で審議、本会議最終日に採択

国へ３つの意見書を提出
　６月会議には、３件の請願が提出され、各紹介議
員の説明と参考人の意見を聴き、可決しました。
３件の意見書を提出します。

　新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高
騰対策として、臨時交付金の増額措置で国庫補助金
が支給されることになり、以下の臨時交付金、生活
支援特別給付金が支給されることになりました。

★住民税非課税世帯に対して、１世帯あたり３万円
　の臨時特別給付が行われます。
　事業費：６０００万円
　事務費：４１１万８千円

★ひとり親以外の低所得子育て世帯へ、子ども1人
　当たり5万円が支給されます。
　事業費：１０００万円
　事務費：１４万５千円

７月会議で決まりました７月会議で決まりました
財産の取得
　鶴喜保育園用地
　　９８７４㎡　 ３９４９万６千円
　６月７日に議決していたものを訂正し議決
　　〈訂正前〉　　　　〈訂正後〉
　（９９１０㎡　　→　９８７４㎡）
　（３９６４万円　→　３９４９万６千円）

　毎年、上げている請願です。中
学・高校の35人学級を早急に実施、
また、30人学級等さらに少人数学
級に。長時間労働の改善、少数職種
の配置増、義務教育費の国庫負担の
割合を引き上げることを求めていま
す。

❶教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の引き上げに
　係る意見書
❷刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書
❸森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

（紹介議員　花房　尚）

　えん罪を晴らすための再審（間
違った裁判をやり直すこと）が決定
されても、刑事訴訟法により、検察
が証拠を独占したり、抗告権を使っ
て真実を明らかにすることを妨げ、
無実の罪に苦しむ人を何十年も収監
したままにしたり、獄死させたりし
ています。
　刑事訴訟法を改正し、公正な再審
手続の整備を求める請願です。

（紹介議員　藤田照子）

　パリ協定の枠組みで温室効果ガスの排出削減目標達
成や災害防止などを達成するために2019年に法律
が成立。3年間は国が各市町村に配分（840億円）
してきました。現在の配分は、私有林や人工林の面積
に応じた配分50％、人口に応じた配分30%、林業
従事者数に応じた配分20％です。このため、人口が
多く、林野がほとんどない自治体への配分が多くなっ
ています。人口が少なくても、森
林を多く抱え、本来の目的を生
かす必要のある自治体へ適切に
配分されるよう、譲与基準の見
直しを求める請願です。
　令和６年度から森林環境贈与
税が年齢や所得に関係なく１人
1,000円徴収されます。

（紹介議員　山本秀久）❸

❶

❷
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答答

答答

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

一時避難場所の携帯電話の受信状況は把握できていない。
Ｗｉ‐Ｆｉの整備状況は、まず指定避難所から優先的に整備を進める

一時避難場所の携帯電話の受信状況や
Ｗｉ‐Ｆｉの整備状況はどのようになっているか

質問質問

答弁答弁
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会

議

意

見
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換

会
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質
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他
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報
告

　
　
　
登
下
校
時
に
震
災

　
　

が
発
生
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
身
を
守
る
か

教
え
て
い
る
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
徒
歩
、
自
転
車
通

学
の
児
童
・
生
徒
は
、
揺

れ
が
収
ま
っ
た
ら
近
く
の

空
き
地
や
公
園
な
ど
安
全

な
場
所
に
避
難
し
、
そ
の

後
、
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
学
校
か
自
宅
の
近
い
方

へ
向
か
う
よ
う
指
導
。

　
　
　
登
下
校
時
に
徒
歩

　
　
や
自
転
車
の
児
童
・

生
徒
の
安
否
確
認
に
つ
い

て
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
安
否
確
認
が
取
れ

な
か
っ
た
児
童
や
生
徒
の

捜
索
の
手
順
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

問問

答答 問問

答答 問問

答答 問問

要望要望

問問

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
安
否
確
認
に
つ
い

て
は
、
学
校
へ
避
難
し
た

児
童
・
生
徒
は
担
任
な
ど

が
個
々
の
児
童
・
生
徒
の

確
認
を
行
い
、
学
校
の
安

全
な
場
所
で
待
機
し
、
学

校
に
避
難
し
て
い
な
い
児

童
・
生
徒
の
安
否
確
認
は
、

学
校
か
ら
保
護
者
へ
の
メ

ー
ル
や
担
任
な
ど
か
ら
の

電
話
連
絡
に
よ
り
行
う
。

そ
れ
で
も
安
否
確
認
が
取

れ
な
い
児
童
・
生
徒
が
い

た
場
合
は
、
教
育
委
員
会

な
ど
関
係
機
関
や
警
察
な

ど
連
携
し
て
、
確
認
や
捜

索
を
行
う
。

　
　
　
小
学
校
低
学
年
の

　
　
児
童
が
帰
り
道
、
大

き
な
地
震
の
と
き
に
、
ど

う
や
っ
て
身
を
守
る
の
か
。

ど
こ
が
半
分
ぐ
ら
い
な
の

か
、
そ
の
途
中
に
避
難
が

で
き
る
公
園
が
あ
る
の
か
、

空
き
地
が
あ
る
の
か
、
全

体
で
は
無
理
な
の
で
、
夏

休
み
自
分
た
ち
が
毎
日
登

下
校
す
る
道
を
保
護
者
の

方
と
一
緒
に
地
震
が
起
き

た
ら
こ
の
公
園
に
避
難
を

し
よ
う
、
こ
の
空
き
地
に

各
委
員
長
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避
難
し
よ
う
と
い
っ
た
訓

練
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
こ
と
を
連
絡
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
災
害
時
、
地
域
の

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
や
集
会
所
に
避
難
す
る

場
合
の
問
題
点
は
何
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
や
集
会
所
な

ど
の
、
一
時
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
指
定
避
難
所
や

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
は

異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
地

域
で
設
定
さ
れ
た
場
所
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

設
備
な
ど
が
限
定
さ
れ
た

も
の
に
な
る
。

　
　
　
広
範
囲
の
森
林
伐

　
　
採
の
跡
地
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
場
所
な
ど
か

ら
の
土
砂
崩
れ
、
土
石
流

な
ど
に
対
す
る
災
害
防
止

の
取
組
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
広
範
囲
の
森
林
伐

採
に
つ
い
て
は
、
森
林
所

有
者
は
、
地
域
森
林
計
画

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
民

有
林
の
立
木
伐
採
時
に
は

町
長
に
伐
採
及
び
伐
採
後

の
造
林
の
届
出
書
を
提
出

し
、
届
出
を
受
け
、
町
長

は
、
市
町
村
森
林
整
備
計

画
に
適
合
し
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
計
画
の
変

更
の
旨
を
命
ず
る
。
ま
た
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
は

鏡
野
町
太
陽
光
発
電
設
備

の
適
正
な
設
置
及
び
維
持

管
理
に
関
す
る
条
例
及
び

規
則
で
、
発
電
出
力
が
50

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽

光
発
電
設
備
は
、
事
業
者

か
ら
町
へ
の
届
出
が
必
要
。

防
災
上
の
措
置
と
し
て
不

適
切
な
場
所
に
設
置
を
し

な
い
こ
と
、
地
盤
の
勾
配

は
お
お
む
ね
30
度
以
下
、

土
砂
の
流
出
を
防
止
す
る

対
策
を
講
じ
る
。
事
業
者

か
ら
届
出
後
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
で
は
な
い
か
等

確
認
す
る
。

　
　
　
土
砂
災
害
警
戒
区

　
　
域
内
で
大
規
模
な
伐

採
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
は
な
い
と
い
う
認
識
で

良
い
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
で
の
伐
採
や
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
は
、
面
積

な
ど
の
要
件
や
許
可
権
限

者
が
異
な
る
た
め
一
概
に

言
え
な
い
が
、
安
全
を
担

保
し
て
の
許
可
を
行
っ
て

い
る
。

森林伐採現場
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答答

答答

難波 達男［なんば たつお］ 議員

鏡野町林業支援事業補助金・森林環境
譲与税などを活用し人材確保、木材生産
の取組をしている

地域経済を支える里づくりの中で林業の振興は質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

　
　
　
鏡
野
町
内
の
林
業

　
　
現
場
作
業
員
は
何
名

か
、
ま
た
退
職
者
は
い
な

い
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
元
年
度
37
名

か
ら
現
在
45
名
に
な
っ
て

い
る
。　

　
鏡
野
町
林
業
支
援
事
業

補
助
金
を
受
け
た
作
業
員

の
退
職
者
は
い
な
い
。

　
　
　
今
後
の
作
業
員
確

　
　
保
に
向
け
て
の
取
組

は
。
　
　
町　
長

　
　
　
近
隣
の
先
駆
的
な

取
組
で
林
業
就
業
者
支
援

事
業
を
近
隣
の
林
業
大

学
・
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
な

ど
に
Ｐ
Ｒ
・
周
知
を
し
て

い
く
。

　
　
　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

　
　
や
燃
料
価
格
高
騰
に

よ
る
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税

を
利
用
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
一
町
村
で
行
う

対
策
に
は
限
り
が
あ
り
、

近
隣
市
町
村
と
連
携
を
と

り
岡
山
県
や
国
に
実
行
性

の
あ
る
施
策
を
要
望
し
て

い
く
。

問問答答 問問答答 問問

答答 問問

答答 問問

　
　
　
こ
の
度
完
成
し
た

　
　
貯
木
場
の
今
後
の
利

用
を
増
や
す
取
組
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
４
月
末

ま
で
に
９
４
０
㎥
の
販
売

が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
は
運

搬
経
費
や
市
場
手
数
料
を

一
部
助
成
し
て
い
る
の
が

大
き
い
と
思
う
が
、
開
設

し
た
ば
か
り
な
の
で
こ
れ

か
ら
利
用
状
況
の
推
移
を

見
て
い
き
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
し
て
今
後
の
利
用
促

進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問問答答 問問

答答 問問答答 問問

　
　
　
現
在
水
産
業
者
は

　
　
４
施
設
か
ら
変
わ
ら

な
い
か
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
導
入
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
ア
マ
ゴ
養
殖

の
生
産
者
は
４
施
設
で
、

銀
鮭
養
殖
を
し
て
い
る
生

産
者
が
１
施
設
あ
る
。
ま

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
は

管
理
者
「
夢
ア
グ
リ
鏡

野
」
に
よ
っ
て
白
賀
養
魚

場
と
第
二
種
苗
セ
ン
タ
ー

へ
設
置
し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
24
時
間
監
視
で
き
て

い
る
。

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入

　
　
に
他
の
生
産
者
か
ら

要
望
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
３
年
度
は
一

件
の
み
で
、
通
報
装
置
と

比
べ
遠
隔
監
視
装
置
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば

比
較
的
安
価
で
導
入
で
き

る
た
め
、
要
望
が
あ
れ
ば

導
入
支
援
を
検
討
す
る
。

　
　
　
改
め
て
電
気
料
金

　
　
の
値
上
げ
や
、
燃
料

価
格
の
高
騰
に
対
し
て
の

取
組
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
度
は
国

県
の
支
援
策
と
各
相
場
の

変
動
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。
　
　
　
今
後
の
人
材
確
保

　
　
に
向
け
て
の
取
組
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
新
庄
村
に
あ
っ
た

種
苗
セ
ン
タ
ー
が
な
く
な

り
富
に
唯
一
の
種
苗
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
の
で
町
と
し

て
は
、
内
水
面
漁
業
の
柱

と
と
ら
え
て
将
来
ど
の
よ

う
に
残
す
か
を
主
眼
に
置

き
考
え
て
い
く
。

要
望
が
あ
れ
ば
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
支
援

と
ア
マ
ゴ
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む

地
域
経
済
を
支
え
る
里
づ
く
り

の
中
で
水
産
業
の
振
興
は

質問質問

答弁答弁

議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

重機と木材

　
　
　
令
和
６
年
４
月
よ

　
　
り
相
続
登
記
が
義
務

化
さ
れ
る
。
山
林
な
ど
の

登
記
に
つ
い
て
不
安
を
抱

え
て
い
る
住
民
に
対
す
る

町
と
し
て
の
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
山
林
に
つ
い
て
は

森
林
所
有
者
が
自
ら
経

営
・
管
理
が
難
し
い
場
合

に
は
鏡
野
町
森
林
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
今

後
の
経
営
管
理
計
画
を
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
。



かがみの議会だより・第17号15

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

町は住民の皆様方のニーズにしっかり応える
ために、民間でできることは民間に任せたい

放課後児童クラブの民間委託について質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

答答

答答

　
　
　

９
月
会
議
以
降
、

　
　
何
も
変
化
は
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
説
明
を
し
て

い
く
つ
も
り
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
２
月
に
は
責
任
者

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
、
５
月
18
日
に
は
、

保
護
者
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
開
催
し
た
。

　
　
　
子
ど
も
や
保
護
者

　
　
か
ら
、
今
問
題
が
あ

る
か
ら
民
間
委
託
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
始

ま
っ
て
は
い
な
い
。
行
政

の
負
担
を
軽
く
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
進
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
。
民
間
委
託

が
嫌
だ
と
い
う
意
見
も
多

数
聞
い
て
い
る
。

「
民
間
委
託
で
き
な
け
れ

ば
、
人
員
不
足
で
開
設
で

き
な
い
児
童
ク
ラ
ブ
も
出

て
く
る
」
と
不
安
を
あ
お

ら
れ
た
が
、
現
場
も
大
変

問問

答答 問問 答答

問問

な
苦
労
を
し
て
人
員
不
足

を
解
消
し
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

し
て
い
る
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
３
月
の
会
議
の
と

き
に
は
、
指
導
員
が
不
足

し
、
困
っ
て
い
る
と
伝
え

た
。
そ
の
後
担
当
が
、
知

人
に
積
極
的
に
声
か
け
を

し
、
週
１
日
な
ら
、
週
２

日
な
ら
と
い
う
形
で
短
時

間
な
ら
勤
務
で
き
る
方
が

複
数
見
つ
か
っ
た
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
は
職
員
を
確

保
で
き
て
い
る
。
た
だ
、

職
員
の
確
保
の
た
め
に
担

当
は
多
く
の
時
間
を
割
い

て
い
る
。

　
　
　
現
状
の
体
制
を
保

　
　
護
者
と
と
も
に
地
域

の
力
を
借
り
て
改
善
し
て

い
く
方
が
町
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
町

長
の
方
針
を
尋
ね
る
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
は
住
民
の
皆
様

方
の
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り

応
え
る
た
め
に
、
ほ
か
の

事
業
に
つ
い
て
も
民
間
委

託
の
可
否
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問問

答答

答答

問問問問

　
　
　
県
主
催
で
森
林
づ

　
　
く
り
講
演
会
が
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
館
で
あ
っ
た
。

再
造
林
の
課
題
で
、
中
で

も
環
境
配
慮
や
労
働
安
全

が
要
点
だ
っ
た
。
大
型
重

機
で
地
表
を
か
き
回
す
と
、

土
砂
流
出
で
田
畑
や
ハ
ウ

ス
が
壊
れ
た
り
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
壊
さ
れ
た
り
、

川
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た

写
真
を
見
た
。

　
林
地
を
伐
採
し
て
50
階

建
て
の
高
層
ビ
ル
と
同
じ

高
さ
の
風
車
を
25
基
も
建

て
る
こ
の
計
画
で
そ
う
い

う
危
険
性
を
感
じ
な
い
の

か
。
　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
事
業
者
は
、
当
然

土
砂
災
害
や
豪
雨
に
よ
る

災
害
が
な
い
よ
う
に
、
環

境
影
響
評
価
の
準
備
書
で

事
業
の
進
め
方
を
説
明
す

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。 　

　
　
熱
海
の
災
害
が
き

　
　
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
が
、
盛
土
規
制
法
を
各

自
治
体
で
も
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

を
ご
存
知
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
国
土
交
通
省
が
５

月
26
日
付
で
施
行
し
、
こ

れ
か
ら
県
、
各
市
町
村
が

指
定
区
域
の
設
定
作
業
を

行
う
。
運
用
は
令
和
７
年

度
頃
か
ら
に
な
る

と
思
う
。

　
　
　
岡
山
県
の

　
　
地
域
防
災
計

画
の
第
４
章
に
防

災
上
重
要
な
箇
所

が
、
富
が
１
１
０
、

羽
出
が
80
か
所
示

さ
れ
数
軒
の
住
宅

が
被
害
に
遭
う
可

能
性
が
あ
る
危
険

な
急
傾
斜
地
。
土

石
流
が
流
れ
る
危

我
々
が
心
配
す
る
こ
と
も
同
じ
だ
。
考
え
得
る
危
険
性

を
捉
え
、
機
会
が
あ
れ
ば
県
に
も
伝
え
て
お
き
た
い

削
っ
た
土
は
盛
土
に
な
っ
て
い
く
。
災
害
が
激
し
い

も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

質問質問

答弁答弁

険
性
の
あ
る
所
に
保
水
を

駄
目
に
す
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
ち
込
む
。
線
状
降

水
帯
が
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
。
削
っ
た
土
は

盛
土
に
な
っ
て
い
く
。
ど

う
考
え
て
も
危
な
い
の
で

は
。
　
　
町　
長

　
　
　
当
然
、
県
の
書
類

等
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
県
も
配
慮
し
返
答

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

各
委
員
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

鏡野風力発電を考える会作成の合成写真



かがみの議会だより・第17号 16

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

答答

答答

答答

答答

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

10年先、100年先まで持続可能な鏡野町の
観光を目指していけるものと期待している

DMO（観光地域づくり法人）鏡野観光局の今後の
方向性・プロジェクトについてどのように考えているか

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

　
　
　
鏡
野
町
観
光
協
会

　
　
と
か
が
み
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
本
部
の
事
業
総

括
を
受
け
て
、
こ
の
２
組

織
と
鏡
野
観
光
局
と
の
差

別
化
と
今
後
の
方
向
性
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
こ
こ
数
年
、
観
光

産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は

非
常
に
厳
し
く
、
持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

２
つ
の
組
織
も
現
状
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
一

つ
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
に

問問

基
づ
い
て
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
組
織
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
た
び
の

鏡
野
観
光
局
の
設
立
に
よ

る
専
門
人
材
の
参
画
等
に

よ
り
、
組
織
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
や
、
観
光
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
財

源
の
確
保
な
ど
、
限
ら
れ

た
人
と
予
算
で
効
果
的
に

力
を
発
揮
で
き
る
推
進
体

制
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
、

十
年
先
、
百
年
先
ま
で
持

続
可
能
な
鏡
野
町
の
観
光

を
目
指
し
て
い
け
る
も
の

と
大
き
な
期
待
を
し
て
い

る
。

問問

問問問問

　
　
　
地
区
住
民
説
明
会

　
　
が
誠
実
に
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

町
と
し
て
地
元
理
解
の
観

点
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
に
説
明

会
開
催
を
働
き
か
け
て
い

る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
事
業
者
は
、
地
元

区
長
と
協
議
を
し
な
が
ら

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

町
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
説

明
会
開
催
を
働
き
か
け
て

は
い
な
い
。
今
後
、
地
元

住
民
か
ら
事
業
者
に
対
し

説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
住
民
に
対

し
説
明
を
す
る
よ
う
求
め

て
い
く
。

　
　
　
羽
出
地
区
説
明
会 

　
　
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ

が
建
設
に
伴
う
地
元
貢
献

に
つ
い
て
、
町
と
協
議
し

て
い
く
と
回
答
し
た
が
、

今
後
、
地
元
住
民
か
ら
事
業
者
に
対
し
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
開
催
を
求
め
て
い
く

「
仮
称
」
Ｊ
Ｒ
Ｅ
鏡
野
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
の
地
区
住
民
説
明
会
が
、

誠
実
に
、十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が

給
食
費
無
償
化

に
つ
い
て

質問質問

答弁答弁

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の

か
。
協
議
の
窓
口
は
町
と

考
え
て
よ
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
地
元
貢
献
策
に
つ

い
て
、
事
業
者
よ
り
説
明

は
受
け
て
い
る
。
協
議
の

窓
口
は
、
地
元
住
民
の
代

表
者
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、
事
業
者
が
決
定
す

る
も
の
と
考
え
る
。

議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

鏡野町マスコットキャラクター

　
　
　
よ
う
や
く
国
も
少

　
　
子
化
対
策
の
具
体
化

に
取
り
組
み
始
め
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
に
サ
ー

ビ
ス
を
届
け
る
た
め
、

「
給
食
費
の
無
償
化
」
の

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

「
町
の
宝
は
子
ど
も
た

ち
」
の
た
め
首
長
の
英
断

で
早
期
に
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
政
府
が
、
令
和
５

年
６
月
１
日
に
取
り
ま
と

め
た
「
子
ど
も
未
来
戦
略

方
針
」
の
素
案
で
は
、
学

校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い

て
「
課
題
の
整
理
を
丁
寧

に
行
う
」
と
し
て
、
早
期

実
現
を
見
送
る
方
針
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し

て
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

外
す
こ
と
な
く
、
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。



かがみの議会だより・第17号17

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

「内科・小児科・外科・整形外科・耳鼻咽喉科・
リハビリステーション科」の6診療を予定

令和10年度（2028年）開院予定の新病院
（鏡野町国民健康保険病院）の診療科目は

質問質問

答弁答弁

〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

答答答答答答
　
　
「
鏡
野
町
立
病
院　

　
　

あ
り
方
検
討
委
員

会
」
か
ら
ど
の
よ
う
な
意

見
が
町
長
に
提
言
さ
れ
た

の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
４
つ
の
分
野
で
提

言
を
受
け
た
。

『
病
院
の
役
割
に
つ
い
て
』

『
病
院
経
営
の
効
率
化
』

『
病
院
施
設
・
病
院
機
能
』

『
安
定
的
か
つ
継
続
的
な

　
医
療
体
制
』

　
　
　
「
あ
り
方
検
討
委

　
　
員
会
」
か
ら
は
、
い

ち
早
く
病
院
の
建
設
に
向

け
て
の
意
見
が
あ
っ
た
と

理
解
し
て
も
よ
い
の
か
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
委
員
会
よ
り
、
建

て
替
え
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
進
め
る
と
い
う
こ
と

で
了
解
を
得
て
い
る
。

　
　
　
建
設
事
業
費
は
約

　
　
54
億
６
６
０
０
万
円

の
計
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

社
会
的
不
確
定
要
素
を
鑑

み
た
今
後
の
増
加
傾
向
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
円
安
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
、
建
設
業
の
働
き

方
改
革
に
よ
り
事
業
費
の

問問問問

問問問問 答答答答 問問

答答問問答答答答 問問

答答答答 問問

答答答答 問問

問問問問

問問

上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。
基

本
設
計
段
階
か
ら
コ
ス
ト

縮
減
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
　
　
建
設
費
の
概
算
予

　
　
算
は
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
概
算
と
し
て
、
設

計
・
監
理
・
積
算
等
は
２

億
１
千
６
百
万
円
。
建
築

工
事
費
は
36
億
９
千
６
百

万
円
。
外
構
工
事
は
１
億

６
千
４
百
万
円
。
土
木
設

計
・
工
事
は
５
億
８
千
６

百
万
円
。
医
療
機
器
・
什

器
備
品
は
７
億
６
千
９
百

万
円
。
引
っ
越
し
費
は
３

千
５
百
万
円
。

　
　
　
新
病
院
整
備
事
業

　
　
に
係
わ
る
財
源
は
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る

の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　

国
保
助
成
制
度
、

病
院
事
業
費
、
過
疎
対
策

事
業
債
、
病
院
建
設
改
良

積
立
金
で
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　

引
っ
越
し
時
に
、

　
　
現
有
機
器
を
移
動
し
、

医
療
器
具
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
費
用
抑
制
す
る
計

画
が
あ
る
が
、
重
患
者
の

移
動
や
、
機
械
設
置
な
ど

病
院
運
営
の
タ
イ
ム
ラ
グ

の
心
配
に
は
ど
の
よ
う
に

各
委
員
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
タ
イ
ム
ラ
グ
の
対

策
と
し
て
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
の
連
休

を
利
用
す
る
予
定
。
ま
た
、

入
院
患
者
の
移
動
は
、
ま

だ
相
談
が
出
来
て
い
な
い

話
だ
が
、
消
防
署
の
救
急

車
な
ど
で
移
動
を
想
定
し

て
い
る
。
引
っ
越
し
は
、

引
っ
越
し
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
６
診
療
科
目
を
計

　
　
画
し
た
理
由
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
と
同
じ
６
診

療
科
目
で
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
皮
膚
科
、
泌
尿
器

科
等
の
新
設
を
希
望
す
る

声
も
あ
り
、
今
後
は
、
専

門
の
医
師
以
外
に
、
看

護
・
医
療
技
術
者
の
確
保

に
も
努
め
て
い
く
。

　
　
　
病
院
経
営
の
安
定

　
　
と
、
持
続
可
能
な
経

営
安
定
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
経
営
状
況
の
黒
字

化
に
向
け
、
院
長
を
筆
頭

に
各
部
署
に
お
い
て
取
り

組
み
、
ま
た
、
新
病
院
に

お
い
て
も
、
現
在
と
同
様

に
外
来
診
療
を
中
心
と
し

た
医
療
提
供
に
努
め
、
薬

品
費
、
診
療
材
料
費
な
ど

の
経
費
抑
制
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　
現
在
の
病
院
と
比

　
　
較
し
て
、
診
察
時
の

待
合
い
時
間
の
変
更
を
ど

の
よ
う
に
緩
和
し
て
い
く

の
か
。

　
　
国
保
病
院
事
務
長

　
　
　
現
在
、
待
ち
時
間

が
長
い
と
の
声
を
患
者
か

ら
も
耳
に
し
て
い
る
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
順
番
が

わ
か
る
よ
う
に
表
示
す
る

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

掲
示
板
な
ど
を
用
い
て
院

内
の
情
報
を
提
供
し
て
、

患
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　
新
病
院
の
建
設
に

　
　
あ
た
り
、
外
来
患
者

へ
の
投
薬
は
院
外
薬
局
と

な
っ
て
い
る
が
、
誰
が
建

設
を
行
な
う
の
か
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
業
者
算
定
を
行
い
、

選
定
さ
れ
た
方
が
施
設
整

備
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
現
在
の
病
院
で
は

　
　
院
内
薬
局
で
運
営
し

て
お
り
、
新
病
院
で
は
、

な
ぜ
、
院
外
薬
局
と
な
る

の
か
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
現
在
薬
剤
師
が
４

名
在
籍
し
て
い
る
が
、
昨

年
末
に
１
名
退
職
し
人
材

不
足
の
状
況
。
ま
た
、
院

外
薬
局
に
な
る
と
患
者
の

負
担
が
増
加
す
る
心
配
も

あ
る
が
、
今
回
は
敷
地
内

に
設
け
る
た
め
敷
地
内
薬

局
と
な
り
、
俗
に
言
う
門

前
薬
局
と
比
べ
、
コ
ス
ト

も
抑
制
で
き
る
と
判
断
し

て
い
る
。

　
　
　
現
在
の
鏡
野
病
院

　
　
の
土
地
、
建
物
の
利

用
計
画
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
行
政
に
よ
る
利
用
、

民
間
へ
の
貸
借
、
ま
た
は

払
い
下
げ
を
含
め
関
係
機

関
と
調
整
を
図
る
。
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議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

答答答答
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
一
貫

　
　
性
の
欠
如
に
関
し
て
、

窓
口
業
務
に
お
い
て
情
報

共
有
や
連
携
の
改
善
を
図

る
た
め
の
具
体
的
な
取
組

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
利
用
者
が
同
じ
問

題
に
対
し
て
異
な
る
回
答

や
対
応
を
受
け
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
の
措
置
は
あ
る

の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
窓
口
担
当
者
会
議

を
開
催
し
て
お
り
、
事
務

ご
と
に
書
面
を
用
い
て
基

本
的
事
項
や
変
更
点
等
の

意
識
統
一
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
担
当
課
で
情
報

共
有
を
図
り
、
そ
の
内
容

を
各
振
興
セ
ン
タ
ー
で
も

確
認
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
今
後
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
に
取
り
組
む
予
定
。

　
　
　
今
後
、
よ
り
細
か

　
　
な
対
応
策
な
ど
も
記

載
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、

ど
こ
ま
で
明
確
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
の
か
。

　
　
住
民
税
務
課
長

　
　
　
今
後
は
細
か
な
こ

問問問問

答答 問問問問

答答答答 問問問問

答答

答答 問問

と
ま
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
職
員
の
意
識
を
統

一
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

　
　
対
応
の
遅
れ
に
つ
い

て
、
窓
口
業
務
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
手
続
を
行
え
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
計
画
や
予
算
が
あ

る
の
か
。

　
　
住
民
税
務
課
長

　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
て
、
各
種
証
明

書
の
郵
送
請
求
、
ご
み
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
申

請
、
補
助
金
等
の
交
付
申

請
が
可
能
な
鏡
野
町
電
子

申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
窓
口
へ
の
来
庁

や
手
続
書
類
を
郵
送
し
な

く
て
も
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
　
　
最
近
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ

　
　
ト
ボ
ッ
ト
で
あ
る
と

か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い

る
自
治
体
が
か
な
り
増
え

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
事

例
の
導
入
を
、
町
と
し
て

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
現
在
Ｄ
Ｘ
の
推
進

計
画
を
作
成
中
で
あ
る
。

そ
の
中
で
必
要
だ
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ら
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
が
、
現

在
は
ま
だ
検
討
で
き
て
な

い
。
　
　
　
近
隣
で
は
、
岡
山

　
　
市
、
兵
庫
県
豊
岡
市
、

北
海
道
札
幌
市
な
ど
は
、

Ａ
Ｉ
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

を
既
に
導
入
し
て
い
る
。

効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。
デ

ジ
タ
ル
と
合
わ
せ
て
組
み

合
わ
せ
て
い
く
と
い
う
の

が
今
後
は
、
必
要
に
な
る

と
思
う
。
町
長
の
見
解
は

ど
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
求
め
ら
れ
る
も
の

は
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で

進
化
し
て
い
る
。
た
だ
、

残
さ
れ
る
も
の
も
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
議
員
が
言

っ
た
通
り
で
あ
る
。
提
供

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
窓
口
業
務
に
チ
ャ

　
　
ッ
ト
ボ
ッ
ト
等
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
や
、

外
部
の
窓
口
業
務
だ
け
を

委
託
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
部
分

は
都
市
部
で
か
な
り
利
用

さ
れ
て
お
り
、
外
部
委
託

と
い
う
部
分
も
今
後
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
う
す
れ
ば
専
門
職
と

し
て
固
定
し
、
し
っ
か
り

と
し
た
業
務
が
で
き
る
と

思
う
。
職
員
に
対
し
て
も

割
り
振
り
を
し
て
仕
事
に

取
り
組
む
形
に
な
る
と
思

う
が
、
そ
う
い
っ
た
事
を

検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
鏡
野
町
と
し
て
は
、

現
在
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
。
そ
の
中
で
、
外
部

委
託
に
つ
い
て
検
討
を
し

た
こ
と
は
あ
る
が
、
今
い

る
職
員
の
人
材
の
最
大
有

効
活
用
を
し
て
い
き
た
い
。

財
政
の
抑
制
に
注
意
し
つ

つ
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
人

材
を
生
か
し
て
、
最
少
の

職
員
数
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
定
数
適

正
計
画
で
う
た
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
目
指
し
て

研
修
等
を
行
っ
て
人
材
育

成
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
今
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
る
。

　
　
　
ク
レ
ー
ム
や
苦
情

　
　
の
業
務
対
応
が
か
な

り
あ
る
と
思
う
が
、
そ
う

い
っ
た
部
分
を
Ａ
Ｉ
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
等
で
振
り
分

け
を
す
れ
ば
、
職
員
の
業

務
の
中
で
無
駄
な
時
間
は

か
な
り
削
減
で
き
る
と
思

う
。
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討

し
て
欲
し
い
。
町
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
町　
長

　
　
　
先
を
見
据
え
た
提

言
だ
と
思
う
。
新
し
い
シ

ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
は
岡

山
県
市
町
村
振
興
協
会
が

あ
り
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
と
い
う
研
修

を
中
央
か
ら
招
致
を
し
て

行
っ
て
い
る
。
か
な
り
の

量
を
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る
の
で
、
進
ん
で

職
員
に
は
研
修
に
参
加
さ

せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

仲西 祐一［なかにし ゆういち］ 議員

鏡野町役場の業務改善について質問質問
業務効率化が大きな課題としてあると思うが、
現状なかなか画期的な手段が利用されていると
は思えない。業務の内容や問題点を伺いながら
新しい取組の提案を行いたい。
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片田 八重美［かたた やえみ］議員

当事者や家族の方が集える会が
できるよう支援したい

ひきこもり支援事業を
どのように推進しているのか

質問質問

答弁答弁
　
　
　
ひ
き
こ
も
り
支
援

　
　
事
業
は
、
15
歳
か
ら

64
歳
ま
で
を
対
象
と
し
、

全
国
で
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
は
１
４
６
万
人

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
が
町
に
お
い
て
も
、

４
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
４
年
10
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

６
０
９
世
帯
か
ら
回
答
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、

お
お
む
ね
６
ヶ
月
以
上
社

会
か
ら
孤
立
し
て
い
る
状

態
に
あ
り
、
今
後
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

方
が
、
50
名
を
超
え
て
お

り
、
令
和
３
年
か
ら
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
以
来
、

54
名
の
方
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
に
な

　
　
っ
た
要
因
は
。

　
　
総
合
福
祉
課
長

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
は
、
聴
い
て
い
な
い
が
、

個
別
訪
問
で
聞
き
取
り
を

し
て
い
る
。

問問

　
　
　
分
析
し
実
態
を
把

　
　
握
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
活
き
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

事
業
予
算
が
昨
年
よ
り
増

額
し
て
い
る
。
理
由
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
予
算
額
は
４
９
２

万
９
０
０
０
円
で
、
そ
の

う
ち
４
５
３
万
３
０
０
０

円
が
相
談
支
援
な
ど
の
委

託
費
で
あ
る
。
５
年
度
は
、

４
つ
の
事
業
を
計
画
し
て

お
り
、
相
談
支
援
、
情
報

支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
居
場
所
づ
く
り
、

特
に
居
場
所
づ
く
り
の
回

数
を
増
や
し
、
今
年
度
か

ら
は
、
町
の
北
部
で
も
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
３
年
度
か
ら

　
　
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
委

託
事
業
の
内
容
と
は
。

問問 問問
　
　
　
県
内
で
は
令
和
４

　
　
年
10
月
か
ら
西
粟
倉

村
で
一
部
支
援
を
、
美
作

市
は
今
年
４
月
か
ら
支
援

を
始
め
て
い
る
。
鏡
野
町

も
支
援
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
は
２
種

類
あ
り
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
２
回
接
種
で
４
万
円

程
度
。
生
ワ
ク
チ
ン
は
１

回
接
種
で
１
万
円
程
度
と

な
っ
て
お
り
、
助
成
す
る

自
治
体
の
多
く
が
３
割
〜

５
割
を
助
成
し
て
い
る
。

国
に
お
い
て
も
、
厚
生
科

学
審
議
会
予
防
接
種
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
等
で
検
討
さ

れ
て
い
る
。
岡
山
県
で
は

県
独
自
の
助
成
制
度
を
設

け
る
予
定
は
な
い
が
、
町

と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
判
断
し
た
い
。

国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え

判
断
し
た
い

帯
状
疱
疹
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
を

質問質問

答弁答弁

各
委
員
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

こもりびとつなぐひと

答答

問問 問問

問問問問 答答答答

答答 答答

答答

答答

問問答答

　
　
総
合
福
祉
課
長

　
　
　
２
名
体
制
で
、
大

体
週
５
時
間
を
52
週
。
事

務
所
へ
は
週
の
う
ち
３
日

程
度
来
て
も
ら
っ
て
い
て
、

２
名
は
社
会
福
祉
士
で
あ

る
。
　
　
　
専
属
の
臨
床
心
理

　
　
士
は
置
か
な
い
の
か
。

　
　
総
合
福
祉
課
長

　
　
　
臨
床
心
理
士
は
子

育
て
支
援
課
に
町
職
員
と

し
て
１
名
配
置
し
て
い
る
。

支
援
の
必
要
な
方
に
は
横

断
的
に
対
応
し
、
委
託
業

者
と
密
な
連
携
を
取
り
、

今
後
、
支
援
業
務
が
増
大

す
れ
ば
委
託
時
間
を
増
や

し
た
い
。

　
　
　
相
談
窓
口
の
時
間

　
　

帯
を
土
日
の
夜
に
、

ま
た
、
場
所
を
検
討
す
る

な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制

は
つ
く
れ
な
い
の
か
。

　
　
総
合
福
祉
課
長

　
　
　
町
職
員
も
対
応
に

あ
た
っ
て
い
て
、
出
向
く

こ
と
が
大
半
で
あ
り
、
し

ば
ら
く
は
こ
の
業
態
に
な

る
。
　
　
　
連
絡
協
議
会
の
次

　
　
に
「
家
族
会
」
の
設

立
を
願
う
が
。

　
　
町　
長

　
　
　
連
絡
協
議
会
は
３

月
23
日
に
設
立
し
支
援
体

制
を
強
化
し
て
い
る
。
家

族
会
に
つ
い
て
の
声
も
聴

い
て
い
る
の
で
、
必
要
で

あ
れ
ば
支
援
し
た
い
。
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委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ17 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　請願とは、国民が、国または地方公共団体等に対し、ある事項に関
する意見や要望、苦情の要請を文章により、直接、陳述する行為をい
います。請願は、紹介議員が必要で、議会の審査対象となります。
　陳情とは、一定の事項に関して利害関係のある者が、国または地方
公共団体等に対し、ある事柄につきその実情や希望を直接に示す行為
をいいます。実質的には請願と同じですが、陳情は請願のように法律
上の規定がないのと、紹介議員を必要としない点が異なります。

犬
の
足
に
も

ク
ツ
か
ぁー

暑
い
も
の
ね
え

あ
つ

　

ーい

う
ち
は

ク
ツ買

え
ん
か
ら

議案の提案理由説明
主な内容と　　き

９月４日㈪ 10:00～
※その他の日程は未定のため、９月以降にお問合せください。

令和３年２月より本会議・常任委員会・全員協議会のライブ
配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

編
集
後
記

　

2
年
ご
と
に
行
わ

れ
る
、
委
員
の
改
選

の
結
果
、
広
報
特
別

委
員
会
７
名
同
じ
メ

ン
バ
ー
で
の
再
出
発

と
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
皆
様
に
わ

か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
他

の
市
町
村
の
議
会
だ

よ
り
な
ど
参
考
に
調

査
研
究
を
行
な
い
、

紙
面
以
外
に
も
町
民

の
皆
様
に
議
会
の
情

報
を
発
信
す
る
方
法

も
模
索
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
も
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

（
鈴
木　

大
介
）

請願・陳情とは？

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

     

職　場　体　験

　まず、町長さんから辞令をいただきました。次に議会を傍聴し
ました。議会は９日間あって私たちは２日目を傍聴しました。
　テレビでは見たことはあったけど生で初めて議会を傍聴させて
いただき、テレビで見るより迫力がすごくてびっくりしました。

　鏡野中学校より
職場体験で２名の
生徒さんが鏡野町
議会２日目を傍聴
されました。

　鏡野中学校より
職場体験で２名の
生徒さんが鏡野町
議会２日目を傍聴
されました。

感想感想

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

6

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〈 戸田さん、難波さん 〉


